
















































































第 10 章（研究 5-3）では，研究 5-1，5-2 における患者の治療的側面と社会的側面か
ら心理的変容に与える要因をふまえたうえで，多様性のある喉頭摘出者へ，より効果的
で適切な支援を行うために，生命維持に必要なセルフケアの自律的行動と情緒的状態と
いう 2つの観点を導き出し，その 2 軸から入院期間中の患者を 4 類型に分け，その臨床
像の描写と心理的支援の方針を明らかにした。 



















5-3 の質的研究で仮説として示された喉頭摘出者の４類型が，研究 6-3 の量的研究の検
証により一般化して示すことができ，この 2軸でのタイプ分けが妥当であることが実証
された。 
第 14 章の総合考察では，研究の概要，知見と今後の課題を述べた。本研究は，退院
後の患者を対象として喉頭摘出者と喉頭温存者の心理的状態の比較と，喉頭摘出者の心
理的適応要因，心理的適応指標と類型を明らかにし，そのうえで入院中の患者に焦点を
当て，周術期の医療的経過，患者の個人内・社会的要因と心理的変容に関する研究を行
い，それぞれの時期における具体的な支援の方向性と類型に即した支援について検討し
た。得られた知見をふまえて今後臨床で支援を実践し，多様性のある対象者に対して適
切な支援を提供していくことが重要である。そして研究を通して明らかになった，細分
化された支援の方針が妥当かを検証し，心理的支援のガイドラインを作成することが今
後の課題である。 
